「女性先端科学者セミナーⅠ」報告書
物理科学専攻　M2　藤井千晴
日時：2010年11月29日（月）１6時30分～１7時50分
会場：奈良女子大学理学部 G201講義室 (G棟2階)
講師：板倉明子氏（物質・材料研究機構 ナノ計測センター 主席研究員）
講演題名：表面応力を利用したセンシング技術
参加者数：
概要・感想：
　板倉さんは固体内に働く応力を利用して、高感度なセンサー開発に応用する研究をされています。今回の講演では表面応力を利用したセンシング技術と題して、表面反応について物理・化学の分野から物質の機械特性などの工学分野まで、多岐にわたってお話していただきました。応力とはストレスとも言われ、半導体素子や薄膜材料など多くの物質にとっては小さいほうがいい・無いほうがいいとされてきました。しかし、板倉さんはストレスを上手く用いることで、金属表面がどれほどの応力を受けたのか検出し、分子のセンシングを行うことに応用できると説明してくださいました。現在、気体分子を検査する際は大型の装置か犬や鳥などの動物にしか頼ることができないため、この技術を用いれば小型で正確なセンシング装置が実現可能であると期待されます。
　講演の中で、板倉さんは「どの分野も単独ではほとんど研究されつくした。境界領域が今後の研究テーマになる」とおっしゃっていました。「物理だけ」「化学だけ」など自分の専門にとらわれず、学際を越えて興味を持つこと、研究することが今後の社会には必要な意識なのだと感じました。
　またプライベートに関しては、育児についてのお話が印象に残りました。二人目のお子さんを出産されたときは育児休暇が取れない状況にあったため、ベビーシッターを利用してお仕事を続けられたとのことでした。当時のベビーシッター料金は高額だったそうですが、近年は自治体が援助してくれるところもあるので、親と同居していないなど、自分の状況に合わせて利用して欲しいとおっしゃっていました。板倉さんの頑張りすぎず、臨機応変に仕事と家庭を両立されている姿に感銘を受けました。
